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家
々
の
、
近
隣
社
会
内
に
お
け
る
先
祖
伝
来
の
通
称
を
言
う
名
は
、
「
屋
号
」
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
門
名
」
、
「
し
こ
な
」
な
ど
、
草
地
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
私
は
あ
る
時
期
は
「
家

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や

称
語
」
と
言
い
、
ま
た
「
屋
号
」
と
も
言
っ
て
み
た
が
、
そ
の
後
は
「
家
号
」

と
し
て
い
る
。

 
＊
家
号
を
言
う
さ
ま
ざ
ま
の
名
と
そ
の
地
点
は
「
屋
号
語
彙
研
究
ノ
ー
ト
」

 
 
（
『
日
本
文
学
研
究
第
十
八
号
』
梅
光
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会
、
昭
和

 
 
五
十
七
年
）
、
ま
た
「
家
号
語
彙
の
研
究
-
研
究
の
体
系
的
推
進
を
目
ざ

 
 
し
て
」
（
『
方
言
研
究
年
報
』
通
巻
第
二
十
九
巻
、
広
島
方
言
研
究
所
編
、

 
 
和
泉
書
院
、
昭
和
六
十
二
年
）
に
あ
げ
て
い
る
。

 
私
の
家
号
研
究
の
志
す
と
こ
ろ
は
民
間
命
名
文
化
の
研
究
で
あ
る
。
人
々
は

生
活
の
場
所
、
わ
が
家
・
近
隣
の
家
々
、
物
・
事
な
ど
、
す
べ
て
に
名
を
つ
け

る
。
そ
れ
ら
の
命
名
の
中
で
、
私
が
特
に
家
へ
の
命
名
に
注
目
す
る
の
は
、
そ

こ
に
は
そ
の
社
会
の
社
会
事
情
、
ま
た
人
々
の
社
会
心
理
が
よ
く
反
映
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

 
こ
の
稿
で
は
島
根
県
遡
摩
郡
仁
摩
町
大
字
宅
野
町
の
家
号
語
彙
の
構
造
を
明

ら
か
に
し
、
命
名
論
・
語
用
論
の
視
点
で
の
考
察
を
お
こ
な
い
た
い
。

 
宅
野
町
、
も
と
宅
野
村
は
半
農
半
漁
の
村
で
あ
っ
た
が
、
安
永
の
こ
ろ
（
一

七
七
二
～
八
こ
か
ら
タ
タ
ラ
事
業
（
鉄
山
経
営
）
が
始
ま
り
、
窯
業
・
阿
遺
業
・

漁
業
も
栄
え
て
商
家
も
軒
を
並
べ
た
。
幕
末
の
戸
数
は
二
三
〇
〇
戸
で
こ
れ
は

江
戸
初
期
の
約
二
倍
で
あ
る
。
明
治
期
に
入
っ
て
タ
タ
ラ
製
鉄
は
洋
式
製
鉄
法

に
押
さ
れ
て
衰
え
、
宅
野
の
鉄
山
所
も
大
正
初
期
に
は
閉
じ
ら
れ
た
と
い
う
。

鉄
道
の
沿
線
に
も
は
ず
れ
て
い
て
町
は
さ
び
れ
た
が
、
家
々
の
た
た
ず
ま
い
は

往
時
の
繁
栄
を
し
の
ば
せ
る
。
平
成
四
年
八
月
の
戸
数
は
二
九
六
戸
で
あ
る
。

 
こ
の
宅
野
町
で
、
一
九
九
二
年
四
月
号
、
家
号
の
記
載
も
あ
る
「
仁
摩
町
電

話
帳
」
（
S
I
S
中
国
出
版
、
一
九
九
〇
年
）
を
資
料
と
し
て
大
原
義
隆
・
修

夫
妻
の
教
示
を
受
け
た
。
同
年
八
月
に
は
大
原
氏
の
御
配
慮
に
よ
っ
て
町
内
の

 十
六
名
の
方
々
の
教
示
を
い
た
だ
き
、
一
方
、
大
原
家
蔵
の
寺
子
屋
の
手
習
い

手
本
、
龍
善
寺
の
過
去
帳
、
『
泉
氏
史
要
集
』
、
藤
間
比
顕
著
作
製
の
「
藤
間
家

家
系
図
」
を
拝
見
さ
せ
て
も
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
越
堂
平
八
氏
、
藤
間
比

徳
氏
、
松
本
喜
代
一
氏
か
ら
書
面
で
の
教
示
も
受
け
て
い
る
。

 
＊
吾
郷
哲
矢
・
泉
春
栄
・
井
藤
喜
久
子
・
大
崎
正
則
・
大
原
修
・
大
原
清

 
 
美
・
大
原
義
隆
・
大
原
義
徳
・
金
築
正
佳
・
越
堂
平
八
・
坂
本
実
・
坂
本

 
 
義
夫
・
龍
野
清
閑
・
藤
間
比
徳
・
藤
間
童
・
松
本
喜
代
一
・
三
井
常
治

 
 
（
敬
称
略
）

（223）

家
号
語
彙
の
研
究
 
-
島
根
県
遡
摩
郡
仁
摩
町
大
字
宅
野
町
の
家
号
語
彙
ー



家
号
語
彙
の
語
彙
構
造

 
宅
野
町
の
家
号
を
、
そ
の
命
名
視
点
に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
に
分
類
し
た
。

そ
の
記
述
に
あ
た
っ
て
は
次
の
よ
う
に
は
か
ら
っ
て
い
る
。

 
ω
家
号
表
記
は
電
話
帳
の
記
載
、
諸
氏
の
教
示
に
従
っ
た
。
た
だ
し
片
仮
名
記
載
の

 
 
 
も
の
は
平
仮
名
に
統
一
し
て
い
る
。

（3） （2）（5） （4）（6）（7）（8）（10） （9）（11）

長
音
は
「
1
」
で
表
記
し
た
。
「
ウ
」
の
発
音
と
ま
ぎ
れ
ぬ
た
め
で
あ
る
。

漢
字
の
家
号
に
は
教
示
さ
れ
た
「
読
み
」
を
ふ
っ
た
。
読
み
誤
り
の
恐
れ
の
な
い

も
の
、
ま
た
手
習
い
手
本
に
漢
字
で
記
さ
れ
た
も
の
に
は
仮
名
を
ふ
っ
て
い
な
い
。

仮
名
で
記
さ
れ
た
家
号
に
は
、
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
漢
字
を
括
弧
内
に
記
し
た
。

手
習
い
手
本
（
明
治
十
年
）
上
の
文
字
が
現
行
の
文
字
と
異
な
っ
て
い
る
も
の
は
、

〈
〉
内
に
手
習
い
手
本
上
の
文
字
を
記
し
た
。

▽
を
冠
し
た
家
号
は
、
そ
の
家
は
宅
野
に
現
存
し
な
い
が
、
松
本
喜
代
一
氏
の
記

憶
し
て
お
ら
れ
る
家
号
で
あ
る
。

▽
を
冠
し
た
家
号
は
、
現
存
し
な
い
が
松
本
喜
代
一
氏
が
記
憶
し
て
お
ら
れ
、
明

治
十
年
の
手
習
い
手
本
に
も
見
え
て
い
る
家
号
で
あ
る
。

㊥
を
冠
し
た
家
号
は
手
習
い
手
本
に
見
え
、
か
つ
現
存
し
て
い
る
家
の
家
号
で

あ
る
。

国
を
冠
し
た
家
号
は
手
習
い
手
本
上
に
の
み
見
る
こ
と
の
で
き
る
家
号
で
あ
る
。

一
家
に
二
つ
の
家
号
が
あ
る
場
合
は
、
「
坂
中
屋
」
（
「
一
本
松
」
と
も
）
、
コ
本
松
」

（「

竰
?
ｮ
」
と
も
）
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
「
か
け
」
は
生
業
家
号
で
あ
る
と
と
も
に
、
「
か
け
の
屋
」
の
本
家
家

号
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
両
分
野
に
出
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
も
う
一
方

の
分
野
番
号
を
記
↓
て
い
る
）

 
の
人
名
関
係
家
号

 
 
ち
ゅ
う
 
 
 
 
 
 
ぶ
ん
 
 
 
 
 
 
よ
ね
じ
ゅ
う
 
 
 
 
 
じ
ゅ
う
さ
く
み
せ

 
 
忠
ざ
さ
ん
・
文
ざ
さ
ん
・
米
十
さ
ん
・
十
作
店
（
㈲
に
も
）
・
▽

 
 
 
 
 
 
や
ま
と

 
 
か
わ
げ
ん

 
 
川
源
・
㊥
大
和
川
〈
大
和
や
〉

「
忠
ざ
」
は
「
忠
左
衛
門
」
、
「
文
ざ
」
は
「
文
左
衛
門
」
の
略
で
あ
る
。
分
家

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

し
た
初
代
の
戸
主
名
だ
と
い
う
。
「
米
十
」
は
「
米
屋
の
十
～
」
、
「
音
源
」
は
、

「
川
～
源
～
」
の
簡
約
家
号
で
あ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
「
川
源
」
の
現
戸
主
は

ニ
え
ど
う

越
堂
源
吉
で
、
「
川
」
が
何
に
基
づ
く
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
「
大
和
川
」
は

力
士
名
が
家
号
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
力
士
は
慶
応
元
年
に
死
去
し
て
い
る

の
で
、
そ
れ
以
前
に
命
名
さ
れ
た
家
号
で
あ
る
。

 
口
 
居
住
場
所
家
号

1
「
的
場
」

年
・
夕
永
は
現
在
の
地
区
名
と
同
名
で
あ
る
。

 
 
 
じ
と
 
せ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
か
も
り

 
 
㊥
地
頭
所
・
た
こ
ら
の
浜
（
「
浜
」
と
も
）
・
高
森
・
こ
う
じ
ん
ぷ
ろ
（
荒

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
わ
ぎ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
く
ど

 
 
神
ぷ
ろ
）
・
か
な
風
ぞ
（
金
運
）
・
㊥
研
砥
石
く
磨
砥
石
V
・
▽
桑
木
・
幽

 
 
も
り
き
 
 
ま
い
も
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
え
の
や
ま
 
 
き
り
ば
り

 
 
森
木
・
前
回
・
国
松
山
・
上
野
山
・
切
張

こ
れ
ら
の
名
は
字
図
上
に
は
見
え
な
い
が
地
点
名
で
あ
ろ
う
。
「
荒
神
ぷ
ろ
」

の
「
ふ
ろ
」
は
「
神
を
祭
る
場
」
、
ま
た
「
か
な
く
そ
」
は
「
製
鉄
の
行
わ
れ

た
跡
」
と
、
『
地
名
の
語
源
』
（
鏡
味
完
二
・
鏡
味
明
直
写
、
角
川
小
辞
典
1
3
）

 
地
点
名
を
言
う
家
号

ま
と
ば
 
 
 
 
 
ま
ん
ば
 
 
 
お
 
ど
ニ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
 
き
ざ
か

的
場
・
国
万
場
・
大
床
本
家
（
字
名
は
大
床
。
四
に
も
）
・
猛
鬼
坂

 
も
一
き
 
ざ
か
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
し
ろ
ば
ら

（「

ﾒ
鬼
ヶ
迫
」
と
も
。
字
名
は
モ
ー
キ
）
・
▽
後
喜
（
字
名
は
後
原
山
）
・

 
 
 
 
い
っ
ぼ
ん
ま
つ

こ
ご
ろ
・
一
本
松
（
「
坂
中
屋
」
と
も
）
・
塁
壁
呈
し
（
字
名
は
山
伏
迫
）
・

㊥
橋
本
屋
〈
橋
本
〉
（
字
名
は
橋
の
本
）
（
「
坂
中
屋
」
と
も
）
・
国
坪
之

 
 
 
く
ど
せ
 
ゆ
 
な
が
や

内
・
国
久
年
・
夕
永
屋

 
 
か
ら
「
坪
の
内
」
ま
で
は
「
宅
野
町
字
図
」
上
の
字
名
と
同
名
、
久
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に
あ
る
。
「
切
張
」
は
「
切
墾
」
、
す
な
わ
ち
開
墾
地
で
あ
ろ
う
。

2
．
地
形
・
地
質
を
言
う
家
号

 
 
㊥
坂
（
手
習
い
手
本
に
は
一
家
の
み
。
現
存
は
二
家
。
姓
は
異
な
る
）
・

 
 
ひ
ら
（
平
）
・
お
一
び
ら
（
大
平
）
・
国
大
畑
・
国
大
濱
・
国
田
尻
・

 
 
 
ぬ
 
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
だ

 
 
㊥
沼
田
屋
〈
奴
田
屋
〉
 
・
▽
て
ん
こ
や
・
国
湊
屋
・
釜
屋

「
平
」
と
「
大
平
」
と
は
親
戚
関
係
で
は
な
い
。
「
大
平
」
・
「
大
畑
」
・
「
大

濱
」
の
接
頭
辞
「
大
」
は
何
を
表
し
太
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
他
地
で
は
た
と
え

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
ほ
ん
け

ば
「
大
西
」
の
「
大
」
は
最
西
端
を
意
味
し
、
「
大
本
家
」
の
「
大
」
は
総
本

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぬ
 
た

家
を
意
味
す
る
な
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
沼
田
」
は
低
湿
地
、
「
て

ん
こ
」
は
山
頂
を
言
う
方
言
で
あ
る
。

3
．
位
置
を
言
う
家
号
（
基
準
点
陰
在
）

 
 
か
み
 
 
し
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
も
 
 
え

 
 
上
・
下
（
「
浜
崎
屋
」
と
も
）
・
▽
下
の
家
（
「
岩
吉
屋
」
と
も
）
・
国

 
 
 
 
 
む
か
え

 
 
大
下
・
向
・
前
前
屋
（
現
在
の
「
井
戸
の
前
」
は
こ
の
家
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
が
し
 
 
 
 
 
 
 
か
ど
 
 
 
 
 
 
 
か
 
ど

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
み

 
 
同
姓
で
あ
る
）
・
東
屋
・
㊥
角
屋
・
▽
加
戸
屋
（
四
に
も
）
・
住
屋
・

 
 
 
 
 
 
 
で
ぐ
ち

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
か

 
 
国
訴
屋
・
㊥
出
口
屋
・
▽
中
屋
敷

基
準
点
を
言
わ
ず
、
単
に
「
上
」
、
「
下
」
と
あ
る
の
は
、
集
落
の
中
の
位
置
を

言
う
こ
と
が
多
い
。
「
向
」
は
本
家
を
基
準
に
し
た
名
で
あ
ろ
う
。
「
中
家
敷
」

も
本
家
・
分
家
が
三
軒
並
ん
で
い
る
時
の
位
置
を
言
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る

が
、
現
存
し
な
い
家
な
の
で
命
名
の
由
来
は
不
明
で
あ
る
。
「
加
戸
屋
」
は
「
角

屋
」
、
、
「
住
屋
」
は
「
台
屋
」
の
宛
字
と
判
断
し
て
こ
の
位
置
に
置
い
た
。
「
角
屋
」

と
「
加
戸
屋
」
は
別
姓
、
「
隅
屋
」
に
は
姓
が
記
さ
れ
て
な
い
。
，

4
．
位
置
を
言
う
家
号
（
基
準
点
顕
在
）

 
 
 
 
 
 
 
や
ま
ね

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
ま
さ
ニ

 
 
国
山
之
上
・
山
根
・
国
山
本
屋
・
▽
山
迫
・
坂
中
屋
（
＝
本
松
」
と

 
 
も
）
・
坂
中
屋
（
「
橋
本
屋
」
と
も
）
・
坂
根
・
㊥
鵬
蠣
〈
川
畑
〉
・
鵬
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し
も

 
 
下
（
同
姓
の
四
家
。
こ
の
う
ち
三
家
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
船
名
通
称
を
持

 
 
 
 
 
 
 
 
か
わ
む
こ
 

 
 
 
 
 
か
む
か

 
 
つ
）
・
川
向
屋
・
川
向
屋
・
㊥
浜
崎
屋
（
〈
浜
崎
〉
「
下
」
と
も
）
・
▽

 
 
 
 
し
た
 
 
や
ぶ
 
 
 
 
 
ま
っ
し
た

 
 
滝
の
下
・
藪
の
内
・
松
下
屋
（
「
松
下
」
と
も
。
松
の
大
木
の
あ
っ
た
家
）
・

 
 
 
 
 
は
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
ら

 
 
▽
池
の
端
・
井
戸
の
前
・
よ
こ
や
の
上
（
神
官
の
家
の
上
手
の
家
）
・
寺

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ
 
じ
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
ん
ぜ
ん

 
 
 
う
え

 
 
の
上
・
㊥
寺
の
前
・
堂
の
前
・
門
前
（
「
波
喘
寺
」
と
も
）
㊥
塀
尻
〈
平

 
 
尻
〉

こ
れ
ら
は
“
ど
こ
の
”
”
何
の
”
上
、
下
、
前
の
よ
う
に
基
準
点
の
明
ら
か
な

家
号
で
あ
る
。

5
．
目
標
物
を
言
う
家
号

 
 
 
よ
ど

 
 
㊥
淀
・
㊥
と
び
屋
〈
飛
岩
〉
（
飛
岩
と
い
う
名
の
大
岩
の
近
く
の
家
。
四

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
て
い
じ

 
 
一
．
に
も
）
・
寺
ん
堂
・
波
喘
寺

「
よ
ど
」
と
は
、
隠
岐
の
西
郷
町
・
五
箇
村
で
は
「
井
戸
」
の
こ
と
、
石
見
の

諸
地
で
は
「
祭
の
前
夜
」
を
言
う
と
『
島
根
県
方
言
辞
典
』
に
あ
る
。
手
習
い

手
本
の
「
淀
」
に
は
姓
の
「
小
井
戸
」
の
小
書
き
も
あ
る
か
ら
、
「
淀
」
は
井

戸
の
意
で
あ
ろ
う
。
共
同
井
戸
の
近
く
の
家
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
え
ど
う

に
こ
の
家
の
姓
は
現
在
は
「
越
堂
」
で
あ
る
。
イ
と
エ
は
混
同
し
て
「
小
井
戸
」

は
「
コ
エ
ド
」
と
発
音
さ
れ
、
「
越
堂
」
の
文
字
を
当
て
た
と
判
断
さ
れ
る
。

「
言
忌
寺
」
と
い
う
家
号
は
三
家
に
あ
っ
て
、
一
家
は
寺
そ
の
も
の
、
他
の
二

家
は
寺
領
内
に
借
地
し
て
住
ん
で
い
た
家
だ
と
い
う
。
目
標
物
と
は
や
や
ず
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
ん
ぜ
ん

る
が
ひ
と
ま
ず
こ
の
位
置
に
置
く
。
な
お
、
二
家
中
の
一
家
に
は
、
「
門
前
」

と
い
う
別
家
号
も
あ
る
。

 
日
 
他
国
名
・
他
町
村
名
家
号

 
 
い
ず
も
 
 
 
に
ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
ん
ニ
じ

 
 
出
雲
屋
・
国
仁
万
屋
（
仁
摩
町
内
の
大
字
名
）
・
神
小
路
屋
（
仁
摩
町

 
 
 
 
ま
じ
 
 
 
 
 
 
 

ま
っ
し
ろ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
 
い

 
 
大
字
馬
路
町
の
字
名
）
・
松
代
屋
（
大
田
市
）
・
㊥
川
合
屋
（
大
田
市
。
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「
イ
」
は
鼻
母
音
に
発
音
さ
れ
る
。
四
に
も
）
・
国
三
原
屋
（
大
田
市
）
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
し
の

 
 
国
吉
田
屋
（
簸
川
郡
）
・
吉
野
屋
（
簸
川
郡
佐
田
町
）
・
国
高
松
屋
（
出

 
 
 
 
 
 
 
た
か
は
ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
だ
に

 
 
雲
市
）
・
》
高
濱
屋
〈
高
濱
〉
（
出
雲
市
）
・
戸
谷
屋
（
県
南
に
も
広
島

 
 
県
北
部
に
も
こ
の
地
名
は
あ
る
）
・
国
三
町
や
・
㊥
山
口
屋
・
㊥
広
島

 
 
 
 
み
か
わ
 
 
 
 
 
む
さ
し

 
 
屋
・
三
河
屋
・
武
蔵
屋

こ
れ
ら
の
中
で
出
身
地
家
号
で
あ
る
こ
と
の
明
ら
か
な
の
は
「
出
雲
屋
」
だ
け

で
あ
る
。
そ
の
他
は
国
名
、
あ
る
い
は
周
辺
の
地
点
名
と
同
名
の
家
号
を
こ
こ

に
集
め
て
み
た
に
す
ぎ
な
い
。

 
一
般
に
他
国
、
他
地
点
を
言
う
家
号
に
は
、
出
身
地
を
言
う
も
の
と
一
時
期

の
出
先
地
を
言
う
も
の
が
あ
り
、
ま
た
船
宿
の
家
号
で
は
そ
こ
を
常
宿
と
す
る

船
頭
の
生
国
を
言
う
。
宅
野
の
場
合
、
「
出
雲
屋
」
以
外
は
そ
の
い
ず
れ
で
あ

る
か
明
ら
か
で
な
い
。
他
地
で
は
出
身
地
や
船
頭
の
生
国
を
言
う
家
号
に
は
接

尾
辞
「
屋
」
が
あ
り
、
出
先
地
家
号
に
は
「
屋
」
が
な
い
と
い
っ
た
差
違
も
見

ら
れ
た
。
宅
野
の
場
合
は
手
習
い
手
本
上
で
は
「
屋
」
の
な
い
家
号
に
も
今
は

「
屋
」
を
添
え
て
お
り
、
「
屋
」
の
有
無
は
か
な
り
自
在
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
ん
と
 
ま

 
こ
こ
に
あ
げ
た
も
の
の
他
に
、
藤
間
一
族
の
中
に
は
「
丹
藤
間
」
と
「
西
藤

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
 
そ
た
け

間
」
の
名
を
持
つ
家
が
あ
る
。
「
丹
藤
間
」
の
名
は
、
同
じ
遍
摩
郡
五
十
猛
村

た
ん
な
み

丹
波
に
分
家
し
て
い
た
時
の
名
で
、
宅
野
に
移
っ
て
か
ら
は
「
西
藤
間
」
を
称

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
ち

し
た
と
い
う
。
「
大
阪
屋
」
と
「
市
藤
間
」
の
二
つ
の
家
号
を
持
つ
旧
家
の
名

も
出
先
地
由
来
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
・

 
⑳
 
本
家
・
分
家
家
号

 
宅
野
に
お
け
る
本
家
・
分
家
家
号
を
、
ま
ず
、
多
く
の
分
家
を
出
し
て
い
る

藤
間
家
・
泉
家
の
家
号
語
彙
の
上
に
見
て
み
る
（
別
表
参
照
）
。
こ
ど
わ
る
ま

で
も
な
く
、
こ
の
稿
は
家
号
の
命
名
状
況
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
家

系
を
云
云
す
る
も
の
で
は
な
い
。
藤
間
家
の
家
号
に
つ
い
て
は
「
新
藤
問
」
の

当
主
、
藤
間
主
徳
氏
の
教
示
を
受
け
た
。
百
家
の
家
号
は
『
露
虫
史
要
集
』

（
泉
忠
明
編
、
発
行
。
昭
和
五
十
四
年
）
に
よ
っ
た
が
、
家
号
の
記
さ
れ
た
位

置
の
判
断
に
迷
う
箇
所
が
一
、
二
あ
っ
た
。
と
も
あ
れ
こ
の
二
家
の
家
号
群
の

上
に
は
、
宅
野
に
お
け
る
分
家
家
号
命
名
法
が
ほ
ぼ
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

 
以
下
に
は
両
家
以
外
の
諸
家
の
家
号
の
上
に
本
家
分
家
家
号
の
命
名
法
を
整

理
し
て
み
る
。
た
だ
し
説
明
の
都
合
上
、
両
家
の
家
号
も
一
、
二
と
り
あ
げ
て

い
る
。

1
．
本
家
家
号
の
一
字
に
分
家
接
尾
辞
を
添
え
た
分
家
家
号

 
 
い
ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
ま
で
 
 
 
 
い
ま
よ
し

 
 
硯
屋
・
今
野
屋
・
今
出
屋
・
今
吉
屋

「
並
屋
」
が
本
家
。
他
の
三
家
の
先
後
関
係
は
不
明
。
明
治
十
年
の
手
習
い
手

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 
か
ど

本
に
は
こ
れ
ら
は
見
え
ず
、
こ
れ
ら
の
家
の
姓
で
あ
る
「
大
門
」
が
あ
る
。

 
 
ひ
ら
だ
 
 
 
 
ひ
ら
の
 
 
 
 
ひ
ら
よ
し

 
 
平
田
屋
・
平
野
屋
・
平
吉
屋

「
平
田
屋
」
が
本
家
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
ま
む
ら

 
 
 
 
 
 
 
や
ま
の

 
 
国
山
根
屋
・
山
野
屋
・
山
村
屋
・
国
村
高
屋

「
山
根
屋
」
、
「
村
母
屋
」
は
手
習
い
手
本
に
し
か
見
え
な
い
名
で
、
他
の
二
家

と
本
家
分
家
関
係
か
否
か
は
不
詳
。
と
も
に
学
行
姓
で
は
あ
る
。

 
 
な
か
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
か
き

 
 
中
田
屋
・
中
野
屋
・
中
木
屋
・
中
屋

「
中
田
屋
」
は
本
家
、
「
中
屋
」
は
「
中
木
屋
」
の
分
家
で
現
在
は
仁
万
町
在

住
で
あ
る
。

 
 
 
う
え
だ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
え
の

 
 
㊥
上
田
屋
（
本
家
）
・
上
野
屋
（
分
家
）

手
習
い
手
本
に
は
同
じ
松
田
姓
で
「
松
田
屋
」
が
あ
る
が
、
こ
の
二
家
と
の
関

係
は
不
明
で
あ
る
。

 
 
 
か
 
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
わ
の

 
 
㊥
川
合
屋
（
本
家
。
日
に
も
）
・
川
野
屋
（
分
家
。
「
ぬ
し
や
」
と
も
）
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藤
間
家
の
家
号

白
藤
間

（
叶
屋
）

岡
 
泉

本
藤
間

轄
／

（
向
中
屋
）

向
藤
間

（
中
島
屋
）

轟
／

公
園
藤
間

赤
江
藤
間

（
丹
藤
間
）

西
藤
間
i
新
藤
間

（
大
阪
屋
）

市
藤
間

（
新
宅
）

立
目
藤
間

東
藤
間

（
藤
間
比
徳
氏
の
教
示
に
よ
る
）

一
雨
家
の
家
呈
本
 
泉

 
 
沢
 
屋
前
惣
儀
 
一
 
一
切
 
張

 
 
「
「
叶
田
屋
 
 
 
 
 
「
沢
吉
屋
 
 
 
 
 
北
 
屋
 
増
野
屋
 
 
 
 
可
泉
金
井
屋
華
船

 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
馬
路
惣
儀
若
松
屋
 
 
白
水
社
（
印
刷
所
）

上
泉
屋

 
 
 
 
一
人
為
三
春
下
痢
興
堂

（
松
屋
）

松
 
泉

米
 
屋

松
野
屋

松
 
屋

「
泉
家
系
譜
」
（
『
泉
氏
史
要
集
』
）
よ
り
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家
号
語
彙
の
研
究
 
一
島
根
県
遡
摩
郡
仁
摩
町
大
字
宅
野
町
の
家
号
語
彙
ー



 
 
 
か
む
か

 
 
㊥
川
向
屋
（
〈
川
向
〉
本
家
）
・
川
吉
屋
（
分
家
。
「
い
一
だ
屋
」
と
も
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
び
よ
し

 
 
㊥
と
び
屋
（
〈
飛
岩
〉
本
家
）
・
三
吉
屋
（
分
家
）

 
 
か
け
（
国
に
も
）
・
か
け
の
屋
（
四
代
め
の
分
家
）

 
 
 
と
ん
や
 
 
 
 
 
 
と
だ
に
ゃ

 
 
㊥
土
井
屋
（
本
家
）
・
㊥
土
谷
屋
（
分
家
）

こ
れ
ら
は
本
家
・
分
家
関
係
の
明
ら
か
な
家
々
の
家
号
で
あ
る
。
以
下
に
は
、

家
号
の
語
形
か
ら
は
本
家
・
分
家
、
あ
る
い
は
分
家
と
分
家
の
関
係
が
考
え
ら

れ
、
か
つ
同
姓
で
あ
る
が
、
そ
の
関
係
を
た
し
か
め
得
て
い
な
い
も
の
を
あ
げ

る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
ま
が
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
ま
の

 
 
▽
松
本
屋
（
姓
も
松
本
）
と
松
島
屋
・
▽
山
賀
（
姓
も
山
賀
）
と
山
野
屋

 
 
 
や
ま
よ
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
わ
の
 
 
 
 
い
わ
よ
し
 
 
 
 
し
も
 
 
え

 
 
（
「
山
吉
丸
」
と
も
」
・
▽
岩
野
屋
と
岩
吉
屋
（
「
下
の
家
」
と
も
）
・
▽

 
 
か
 
ど
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
 
も
 
 
 
 
 
か
し
ま
 
 
 
 
 
 
あ
わ

 
 
加
戸
屋
（
口
に
も
）
と
加
茂
屋
と
加
島
屋
・
国
粟
屋
と
粟
木
屋

加
戸
屋
・
加
茂
屋
・
加
島
屋
の
場
合
、
「
加
戸
屋
」
と
「
加
茂
屋
」
の
親
戚
関

係
の
教
示
は
受
け
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
関
係
で
あ
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

「
加
島
屋
」
と
の
関
係
も
わ
か
ら
な
い
。
手
習
い
手
本
の
粟
屋
に
は
姓
が
添
え

て
な
い
の
で
粟
木
屋
と
の
本
家
分
家
関
係
は
不
明
。
ひ
と
ま
ず
こ
の
位
置
に
置

く
。 

以
下
に
あ
げ
る
家
号
は
本
家
・
分
家
表
示
の
接
尾
辞
を
持
つ
家
号
の
語
形
を

持
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
応
す
る
分
家
・
本
家
家
号
の
見
え
な
い
も
の
で
あ

る
。
一
方
が
転
出
と
い
っ
た
事
情
も
考
え
ら
れ
る
。

 
 
 
な
か
も
と

 
 
㊥
中
本
屋
・
㊥
石
田
屋
・
川
田
屋
・
》
松
村
屋
・
国
愛
野
や
・
奥
野

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
じ
ょ
し

 
 
屋
・
坂
野
屋
（
「
旭
丸
」
と
も
）
・
沢
野
屋
・
岩
出
屋
・
藤
吉
屋
・
川
門
屋
・

 
 
は
ま
き

 
 
浜
木
屋

「
浜
木
屋
」
の
本
家
は
宅
野
に
あ
る
が
本
家
に
は
家
号
が
な
い
と
い
う
。
本
家

の
家
号
は
あ
ま
り
人
々
の
口
に
の
ぼ
ら
な
く
て
忘
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
川
吉
屋
」
に
つ
い
て
は
「
川
端
」
の
分
家
か
と
も
聞
い
た
。

2
．
本
家
称
・
分
家
称
を
言
う
家
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
わ
む
こ
 
や

 
 
 
に
 
や

 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
ん
き
ょ

 
 
 
 
 
 
に
 
な
や

 
 
㊥
新
屋
・
新
家
・
隠
居
・
川
向
屋
の
隠
居
（
単
に
「
隠
居
」
と
も
）
・

 
 
ふ
じ
や
 
 
 
 
 
 
へ
 
じ
り
 
 
 
 
 
 
 
 
は
て
 
じ

 
 
藤
屋
隠
居
・
塀
尻
の
隠
居
・
波
喘
寺
の
隠
居
（
「
隠
居
」
と
も
）
・
玉
屋

 
 
 
 
 
 
お
 
ど
ニ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
 
 
 
 
じ
と
 
せ

 
 
の
分
家
・
大
床
本
家
（
口
に
も
）
・
大
床
分
家
・
地
頭
所
分
家
・
藪
の
内

 
 
 
 
 
ニ
ユ
や

 
 
分
家
・
紺
屋
の
分
家
（
「
こ
や
の
分
家
」
と
も
）

分
家
称
に
は
「
新
屋
」
「
新
家
」
「
隠
居
」
「
分
家
」
が
あ
っ
て
、
「
隠
居
」
が
も
っ

と
も
多
い
。
本
家
称
に
は
「
本
家
」
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
家
号
の
上

に
「
本
家
」
を
言
わ
な
い
も
の
が
多
い
が
、
町
家
・
井
上
家
・
藤
間
家
の
場
合

 
 
 
 
ほ
ん

は
姓
に
「
本
」
を
添
え
て
「
本
泉
」
、
「
本
井
上
」
「
本
藤
間
」
と
言
っ
て
い
る
。

3
．
住
居
の
位
置
を
冠
し
た
本
家
、
分
家
家
号

 
 
な
か
 
ち
ゃ
 
 
 
 
 
う
え
 
 
ち
ゃ
 

 
 
中
の
茶
が
屋
・
上
の
茶
が
屋
（
㈲
に
も
）
．

手
習
い
手
本
に
は
単
に
「
茶
ヶ
や
」
と
あ
る
ば
か
り
で
、
ど
ち
ら
を
言
う
の
か

明
ら
か
で
な
い
。

4
．
本
家
・
分
家
が
同
一
家
号
で
あ
る
も
の

 
 
か
わ
し
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
 
じ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
か
な
 
 
 
 
こ

 
 
川
下
（
同
姓
四
家
。
二
4
に
既
出
）
・
㊥
麹
屋
〈
籾
屋
〉
・
魚
屋
・
小

 
も
つ
ち
ゃ

 
 
松
屋

本
家
と
分
家
が
同
一
家
号
で
あ
る
の
は
分
家
が
家
号
を
作
ら
な
い
か
ら
で
、
近

隣
の
人
々
は
分
家
の
方
を
「
浜
町
の
麹
屋
」
の
よ
う
に
町
名
を
冠
し
て
呼
ぶ
こ

と
も
あ
る
と
い
う
。

5
．
本
家
家
号
と
分
家
家
号
に
関
連
性
の
見
え
な
い
も
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サ
ず
 
 
う
 
か

 
 
㊥
山
本
屋
と
㊥
井
戸
の
前
・
ぬ
し
や
（
塗
師
屋
）
と
鍛
冶
屋
（
「
五
郎
鍛

 
 
じ
 
や
 
 
 
 
 
 
 
 
と
 
ん
 
 
 
 
ま
す
き
 
 
 
 
よ
ど
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
え
の

 
 
冶
屋
」
と
も
）
・
土
井
屋
と
増
来
屋
・
淀
と
福
間
屋
・
上
野
山
と
一
本
松
・

 
 
ま
っ
し
ろ
 
 
 
や
ま
お
か

 
 
松
代
屋
と
山
岡
屋
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隠
岐
の
五
箇
村
な
ど
に
は
、
財
産
分
与
に
あ
ず
か
ら
ず
に
一
家
を
た
て
た
さ
い

に
は
本
家
家
号
と
関
係
な
く
家
号
を
名
乗
る
例
も
あ
っ
た
が
、
宅
野
の
場
合
、

そ
の
事
情
は
明
ら
か
で
な
い
。

6
．
そ
の
他
．

 
こ
れ
ら
の
他
に
、
た
と
え
ば
森
山
姓
の
家
々
に
は
国
森
山
・
国
藤
村
屋
・

国
藤
野
屋
・
国
藤
坂
屋
・
国
藤
中
屋
・
国
赤
崎
屋
・
国
仁
野
屋
・
国
吉
本

 
 
 
 
 
 
 
 
お
く

屋
・
国
松
久
屋
・
Ψ
奥
の
屋
・
金
井
屋
の
諸
家
号
が
あ
る
。
現
在
は
他
地
に

出
て
い
る
家
が
多
く
て
こ
れ
ら
の
家
号
の
関
係
を
言
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る

が
、
関
連
す
る
と
見
え
る
家
号
も
多
い
。

 
㈲
 
生
業
家
号

 
生
業
家
号
は
多
種
多
様
で
、
お
の
ず
か
ら
こ
の
町
の
歴
史
的
性
格
を
語
っ
て

い
る
。

 
 
よ
こ
や
 
神
官
の
家
。
「
よ
こ
や
」
は
鳥
取
県
、
島
根
県
の
方
言
。
神
社

 
 
 
の
横
に
居
宅
が
あ
っ
た
。

 
 
国
山
心
し
 
山
伏
迫
に
居
住
し
た
家
と
考
え
た
が
、
修
験
者
の
家
だ
っ

 
 
 
た
か
も
し
れ
な
い
。

 
 
ぎ
ん
ざ
ん
や

 
 
銀
山
屋
 
近
く
の
大
森
銀
山
と
か
か
わ
り
の
あ
っ
た
家
で
あ
ろ
う
。

 
 
か
け
 
 
「
掛
屋
」
で
あ
る
。
金
融
業
。
こ
の
家
は
主
と
し
て
大
森
銀
山
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
じ
か
た

 
 
 
か
か
わ
り
、
後
に
は
地
方
（
そ
の
集
落
）
の
者
に
貸
金
も
し
て
い
た
ら

 
 
 
し
い
。
今
も
銀
を
は
か
る
秤
や
掛
帳
を
保
存
し
て
い
る
と
い
う
（
藤
間

 
 
 
比
徳
氏
の
教
示
に
よ
る
）
。

 
 
か
な
や

 
 
叶
屋
 
製
鉄
業
、
す
な
わ
ち
「
金
屋
」
に
好
字
を
当
て
た
も
の
。
こ
の
家

 
 
 
号
の
家
は
二
家
あ
る
。
「
叶
田
屋
」
、
「
金
井
屋
」
が
製
鉄
、
鋳
物
に
か

 
 
 
か
わ
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
た
し
か
め
得
て
い
な
い
。

家
号
語
彙
の
研
究
 
-
島
根
県
遍
摩
郡
仁
摩
町
大
字
宅
野
町
の
家
号
語
彙
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
ち
み
ず

 
や
ま
は
え

㊥
山
導
屋
〈
山
灰
や
〉
 
「
山
配
」
は
た
た
ら
師
の
一
職
種
。
「
達
水
鉄

 
山
所
掟
書
」
（
一
七
八
四
）
に
は
、
山
の
買
入
れ
・
山
子
の
出
し
入
れ
・

 
焼
入
炭
仕
入
れ
な
ど
の
諸
業
務
を
お
こ
な
う
と
あ
る
（
吾
郷
哲
夫
「
達

 
水
鉄
山
所
の
運
営
と
そ
の
群
像
」
一
『
続
宅
野
教
育
百
年
史
』
に
よ
る
）
。

 
達
水
鉄
山
所
は
現
在
の
釦
地
区
に
あ
っ
た
。

 
む
ら
げ

 
 
 
 
 
た
た
ら

㊥
村
下
屋
 
炉
の
火
加
減
を
見
る
、
も
っ
と
も
重
要
な
役
が
「
村
下
」

 
で
あ
る
。

 
ニ
て
つ

㊥
小
鉄
屋
 
山
二
重
の
項
に
あ
げ
た
吾
郷
氏
の
論
文
に
「
小
鉄
係
と
は
、

 
安
来
よ
り
船
で
運
ん
で
き
た
砂
鉄
（
こ
れ
を
小
鉄
と
も
い
う
）
を
受
取

 
り
、
鉄
山
所
に
搬
入
す
る
の
を
監
督
す
る
係
」
と
あ
る
。
こ
の
家
は
現

 
在
、
仁
万
町
で
「
小
鉄
屋
旅
館
」
を
営
ん
で
い
る
。

 
か
じ
 
 
 
 
 
 
 
 

サロ

高
?
ｩ
じ
ゃ

㊥
鍛
冶
屋
 
三
家
。
一
家
は
「
五
郎
鍛
冶
屋
」
と
も
言
う
。
手
習
い
手

 
本
に
見
え
る
の
は
一
家
の
み
。

国
木
挽
や
（
こ
び
き
や
∀
製
材
業
。

㊥
や
ね
屋
 
二
家
。
手
習
い
手
本
に
は
「
矢
根
屋
」
（
一
家
の
み
）
が
見

 
え
、
龍
善
寺
の
過
去
帳
に
は
「
弥
根
屋
」
と
あ
る
。
屋
根
ふ
き
の
業
を

 
営
む
家
。

 
か
 
ら
や

㊥
瓦
屋
瓦
を
焼
い
た
家
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
「
瓦
屋
」
と
手
習
い
手

 
本
の
「
瓦
屋
」
は
姓
が
異
な
る
。

 
た
た
み

㊥
畳
屋

 
だ
い
く

㊥
大
工
屋
 
手
習
い
手
本
に
は
「
大
来
屋
」
が
一
家
。
現
在
は
「
大
工
屋
」

 
が
二
家
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ

▽
い
一
だ
屋
 
桶
製
造
業
。
二
家
。
現
在
は
一
家
の
み
。
「
い
一
だ
」
は
【
結

 
い
た
こ
」
あ
る
い
は
「
結
い
た
が
」
の
略
で
あ
ろ
う
。
「
た
が
」
「
た
こ
」
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は
「
水
汲
み
桶
」
の
方
言
で
あ
る
。

 
 
㊥
桶
や
 
手
習
い
手
本
は
こ
の
文
字
を
記
す
が
現
在
は
「
ホ
ケ
ヤ
」
と

 
 
 
発
音
し
、
文
字
は
「
桶
屋
」
だ
と
言
う
。

 
 
㊥
か
さ
や
 
手
習
い
手
本
に
は
「
笠
屋
」
と
あ
る
が
、
番
傘
な
ど
を
作
っ

 
 
 
た
家
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
る
し

 
 
ぬ
し
や
 
塗
師
屋
。
漆
塗
り
を
業
と
す
る
家
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
た

 
 
▽
は
た
や
 
手
習
い
手
本
の
文
字
は
「
畑
屋
」
で
あ
る
が
、
機
織
り
を

 
 
 
業
と
し
た
家
で
あ
ろ
う
か
。

 
 
こ
 

 
 
紺
屋
 
 
「
こ
や
」
と
の
教
示
も
あ
っ
た
。
『
島
根
町
誌
』
（
八
束
郡
島
根
町

 
 
 
教
育
委
員
会
、
昭
和
六
十
二
年
）
に
は
、
野
波
で
は
「
こ
や
」
、
加
賀
、

 
 
 
大
量
で
は
「
こ
う
や
」
と
言
う
と
あ
る
。
た
だ
し
藤
間
比
徳
性
は
「
宅

 
 
 
野
」
の
「
こ
一
や
」
は
「
紺
屋
」
、
「
こ
や
」
は
「
米
つ
き
の
石
粉
を
売
っ

 
 
 
た
家
」
と
言
わ
れ
る
。

 
 
国
古
紺
屋

 
 
国
綿
屋
 
綿
打
屋
（
古
綿
の
再
生
を
す
る
業
）
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
ニ
 
じ

 
 
㊥
箔
屋
 
味
噌
・
し
ょ
う
ゆ
を
製
す
る
た
め
の
麹
を
作
っ
て
い
た
店
。

こ
の
他
、
次
の
よ
う
な
商
店
家
号
も
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
か
な

 
 
▽
米
屋
・
㊥
塩
屋
（
二
家
）
・
油
屋
・
と
一
ふ
や
・
魚
屋
（
二
家
）
・

 
 
 
牛
乳
屋

 
 
国
茶
や
 
茶
を
あ
き
な
っ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
茶
店
で
あ
っ
た
か
。

 
 
 
 
ち
ゃ
 

 
 
 
「
▽
茶
ケ
屋
」
も
あ
る
。

 
 
 
か
し

 
 
㊥
樫
屋
 
菓
子
屋
の
当
て
字
で
あ
ろ
う
か
。

 
 
じ
ゅ
 
さ
く
み
せ

 
 
十
作
店
 
さ
ま
ざ
ま
の
物
を
あ
き
な
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
よ
ろ
ず
屋
」

 
 
 
で
あ
ろ
う
か
。

 
「
酒
屋
」
が
家
号
に
見
え
て
な
い
の
は
、
造
り
酒
屋
の
本
泉
家
を
「
酒
屋
」

の
家
号
で
は
呼
ば
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
さ
ひ

 
こ
の
ほ
か
、
持
ち
船
の
名
が
通
称
で
あ
る
の
は
、
沖
丸
・
東
丸
・
旭
丸
・

こ
と
ぶ
き

寿
丸
・
大
福
丸
・
金
剛
丸
・
千
鳥
丸
の
六
時
で
あ
る
が
、
宅
野
の
人
々
は
こ

れ
を
家
号
と
は
考
え
て
い
な
い
。
な
お
、
こ
の
六
家
の
う
ち
、
尊
家
に
別
に
家

号
が
あ
る
。

 
㈹
 
好
字
・
嘉
名
家
号

 
 
 
 
 
 
 
え
 
び

 
 
 
か
め

 
 
㊥
亀
屋
・
㊥
海
老
屋
〈
恵
美
屋
〉
・
国
松
馬
屋
・
国
若
松
屋
・
小
松
屋
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
す
ロ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
な

 
 
菊
屋
・
国
藤
屋
〈
冨
士
屋
〉
・
㊥
玉
屋
・
升
屋
・
▽
叶
屋
・
国
沢
や
・

 
 
 
ふ
く
み
つ
 
 
 
 
ふ
く
ま

 
 
▽
福
光
屋
・
福
間
屋
・
増
身
屋

 
こ
れ
ら
は
一
家
の
繁
栄
を
願
う
心
を
、
縁
起
の
よ
い
文
字
や
物
に
寄
せ
た
名

で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
叶
」
は
「
金
」
と
あ
る
べ
き
所
に
当
て
た
好

字
で
あ
る
。
「
沢
」
も
豊
か
で
あ
れ
と
の
願
い
を
託
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
隠

岐
の
五
箇
村
に
も
同
様
な
家
号
が
あ
っ
た
。
「
升
屋
」
は
諸
地
に
あ
る
家
号
で

あ
る
。
宅
野
に
は
現
存
せ
ず
、
明
治
十
年
の
手
習
い
手
本
に
も
見
え
な
い
が
、

龍
善
寺
の
文
書
の
中
に
、
「
寄
進
人
泉
屋
喜
代
松
、
保
証
入
升
屋
庄
右
衛
門
」

の
名
が
見
え
、
安
政
五
年
と
あ
る
。

 
本
家
・
分
家
家
号
の
と
こ
ろ
で
見
た
「
～
吉
屋
」
と
い
う
命
名
も
、
嘉
名
家

号
と
し
て
も
と
り
あ
げ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

 
㈹
 
そ
の
他

 
藤
間
一
族
中
の
「
白
藤
間
」
の
「
白
」
は
何
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
み
た

か
。
国
「
火
野
や
」
・
「
網
田
屋
」
・
「
青
木
屋
」
の
名
の
由
来
も
わ
か
ら

な
い
。
国
「
上
屋
」
の
姓
は
浅
原
で
あ
る
が
、
家
号
と
姓
の
先
後
は
わ
か
ら

な
い
。
こ
の
ほ
か
、
姓
と
家
号
が
同
じ
で
あ
る
も
の
に
国
「
貴
船
」
・
国
「
古
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和
」
・
㊥
「
早
稲
田
」
（
手
習
い
手
本
は
「
早
田
」
）
・
コ
ニ
島
」
が
あ
り
、

姓
に
「
屋
」
を
添
え
た
形
式
の
も
の
に
「
石
本
屋
」
「
奥
本
屋
」
が
あ
る
。

 
宅
野
の
屋
号
は
ほ
ぼ
以
上
で
，
現
在
、
家
号
の
な
い
家
は
戦
後
の
分
家
、
あ

る
い
は
転
入
の
家
で
あ
る
。
ま
た
家
号
は
あ
っ
た
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
て

い
っ
か
忘
れ
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
ら
し
い
。

二
 
命
名
論
の
視
点
か
ら

 
家
号
語
彙
を
、
そ
の
命
名
者
、
命
名
法
・
造
語
法
、
そ
の
総
体
が
映
し
て
い

る
社
会
事
情
と
社
会
心
理
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
。

 
O
 
名
乗
り
家
号
と
共
同
命
名
家
号

 
宅
野
に
は
二
つ
の
家
号
を
持
つ
家
が
か
な
り
あ
る
こ
と
は
す
で
に
見
て
き
た

と
お
り
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
川
留
屋
」
と
い
う
名
は
本
家
「
川
向
屋
」
の
一

字
を
と
り
、
繁
栄
の
願
い
を
こ
め
て
「
吉
」
を
添
え
た
も
の
で
、
明
ら
か
に
そ

の
家
の
名
乗
り
家
号
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
今
日
で
は
「
川
野
屋
」
よ
り
は
「
い
一

だ
屋
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
こ
の
家
が
桶
屋
（
い
一
だ
屋
）
を

営
ん
で
い
た
時
期
、
人
々
は
そ
の
業
で
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、
桶
屋
を
や
め
た
後

も
そ
の
名
は
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
類
の
名
を
私
は
共
同
命
名
家
号
と

呼
ぶ
。

 
命
名
者
の
視
点
か
ら
見
る
時
、
宅
野
の
家
号
に
は
こ
の
二
種
が
あ
る
。
た
と

え
ば
本
家
家
号
の
一
字
を
と
っ
て
分
家
接
尾
辞
を
添
え
た
家
号
や
好
字
・
嘉
名

の
家
号
が
名
乗
り
家
号
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
漢
字
利
用

の
書
き
こ
と
ば
で
あ
る
。

 
一
方
、
居
住
場
所
を
言
う
家
号
や
生
業
を
言
う
家
号
の
中
に
は
自
然
発
生
的

な
共
同
命
名
家
号
が
多
い
。
近
隣
の
家
々
が
ど
こ
に
あ
る
か
、
何
を
生
業
と
し

家
号
語
彙
の
研
究
 
-
島
根
県
遍
摩
郡
仁
摩
町
大
字
宅
野
町
の
家
号
語
彙
一

て
い
る
か
は
人
々
の
大
き
な
関
心
事
で
あ
っ
た
か
ら
。
こ
ち
ら
は
口
こ
と
ば
で

あ
る
か
ら
ほ
と
ん
ど
が
素
朴
な
命
名
で
あ
り
、
か
な
書
き
の
も
の
も
多
い
。

 
一
家
に
こ
の
二
種
の
名
が
あ
る
時
、
共
同
命
名
家
号
の
方
が
優
勢
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
語
用
論
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
い
。

 
口
 
命
名
法
・
造
語
法

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

家
号
の
命
名
法
・
造
語
法
に
つ
い
て
は
、
『
屋
号
語
彙
研
究
ノ
ー
ト
』
（
既
出
）

の
「
二
、
屋
号
語
の
成
り
立
ち
と
語
形
成
」
に
、
1
転
用
の
固
有
名
詞
、
H
単

要
素
屋
号
と
複
要
素
屋
号
、
皿
複
要
素
屋
号
に
お
け
る
前
後
要
素
の
関
係
、
W

屋
号
語
の
接
辞
、
の
項
を
た
て
て
述
べ
て
い
る
。

 
※
こ
の
こ
ろ
ま
で
は
「
家
号
」
の
文
字
を
用
い
ず
「
屋
号
」
と
し
て
い
る
。

 
宅
野
の
家
号
で
は
分
家
家
号
の
命
名
に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
点
に
特
色

が
見
ら
れ
る
。
＝
、
家
号
語
彙
の
構
造
」
の
四
1
で
見
た
よ
う
に
、
本
家
家

号
の
一
字
に
「
野
」
、
「
木
」
、
「
出
」
、
「
吉
」
、
「
沢
」
な
ど
を
接
尾
辞
風
に
添
え

た
分
家
表
示
家
号
が
あ
る
。
「
出
」
．
が
分
家
表
示
、
「
吉
」
、
「
沢
」
が
繁
栄
祈
念

の
用
字
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
る
が
、
「
野
」
、
「
木
」
に
は
ど
の
よ

う
な
心
情
を
託
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
農
民
的
な
心
情
の
感
じ
ら
れ
る
用
字
で

は
あ
る
。
明
治
十
年
の
手
習
い
手
本
に
は
「
奥
野
屋
」
、
「
岩
乃
屋
」
な
ど
「
の
」

に
二
種
の
漢
字
が
あ
る
が
、
「
乃
」
は
現
在
の
家
号
で
は
「
野
」
に
な
っ
て
い
る
。

 
ま
た
、
「
上
田
屋
」
、
「
平
田
屋
」
な
ど
の
「
田
」
は
本
家
家
号
を
表
す
文
字

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
「
叶
屋
」
の
分
家
に
「
叶
田
屋
」

が
あ
る
例
な
ど
も
あ
る
。
な
お
よ
く
調
べ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
家
号
入
り
の
仁
摩
町
電
話
簿
を
見
る
と
、
分
家
、
ま
た
本
家
表
示
に
こ
れ
ら

の
文
字
を
利
用
し
た
命
名
状
況
が
仁
摩
町
全
域
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
じ

島
根
県
の
隠
岐
郡
五
箇
村
で
は
、
「
枝
」
・
「
岐
」
・
「
脇
」
・
「
崎
」
な
ど
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＼

が
分
家
表
示
に
用
い
ら
れ
て
い
た
（
「
島
根
県
隠
岐
郡
五
箇
村
大
字
郡
の
分
家

屋
号
」
1
『
方
言
研
究
年
報
』
通
巻
第
2
6
巻
、
広
島
方
言
研
究
所
編
）
。
漢
字

利
用
に
は
、
「
金
屋
」
に
「
長
屋
」
を
用
い
る
な
ど
、
同
音
に
頼
っ
て
好
字
を

用
い
た
例
も
あ
る
。
明
治
十
年
の
手
習
い
手
本
に
は
「
大
来
屋
」
（
大
工
屋
）
、

「
平
温
」
（
塀
尻
）
の
よ
う
に
、
そ
の
文
字
の
意
味
に
は
無
頓
着
な
用
字
も
あ

る
が
現
在
は
意
味
ど
お
り
の
文
字
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

 
日
 
家
号
語
彙
が
映
す
社
会
事
情
と
社
会
心
理

 
宅
野
で
得
た
約
二
三
一
ご
家
号
（
泉
家
・
藤
間
家
の
家
号
は
こ
の
記
述
に
と
り

あ
げ
た
も
の
し
か
数
え
て
い
な
い
）
の
中
に
、
本
家
、
分
家
を
言
う
家
号
は
も
っ

と
も
多
く
て
七
七
家
号
、
こ
れ
に
次
ぐ
の
は
居
住
場
所
を
言
う
六
六
家
号
で
あ

る
。
生
業
家
号
数
四
一
は
家
号
総
数
の
約
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
一
般
の

農
村
家
号
に
く
ら
べ
れ
ば
そ
の
比
率
は
は
る
か
に
高
い
。
ま
た
銀
山
、
製
鉄
関

係
の
異
色
の
職
種
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
の
生
業
家
号
が
あ
っ
て
、
こ
こ
が
大
森

銀
山
に
近
く
、
ま
た
一
時
期
製
鉄
業
で
栄
え
た
状
況
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
。

製
鉄
業
の
栄
え
た
こ
ろ
に
は
他
国
、
他
町
村
か
ら
移
住
し
た
家
も
か
な
り
あ
っ

て
、
そ
の
業
の
衰
え
た
後
に
も
こ
こ
に
定
住
し
て
い
る
家
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

他
国
、
他
町
村
名
家
号
が
そ
の
状
況
を
し
の
ば
せ
る
。

 
一
方
、
居
住
場
所
を
言
う
家
号
が
か
な
り
多
い
こ
と
は
、
製
鉄
業
の
栄
え
る

以
前
は
こ
こ
が
農
村
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
せ
て
い
る
。
一
般
に
中
国
地
方
の
農

村
の
家
号
語
彙
は
居
住
場
所
を
言
う
家
号
を
基
盤
と
し
て
い
る
。
宅
野
の
家
号

も
基
本
的
に
は
農
村
型
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

 
本
家
・
分
家
を
言
う
家
号
も
一
般
に
農
村
に
多
い
が
、
宅
野
で
は
居
住
場
所

家
号
数
を
超
え
て
い
る
。
多
い
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
命
名
に
工
夫
が
凝
ら
さ

れ
て
も
い
る
。
そ
れ
は
宅
野
の
人
々
に
本
家
分
家
関
係
尊
重
の
心
の
深
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
と
も
に
、
そ
の
命
名
能
力
の
高
か
っ
た
こ
と
を
も
見
せ
て
い

る
。 

本
家
・
分
家
を
言
う
の
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
家
号
、
ま
た
好
字
、
嘉
名
の
家

号
、
す
な
わ
ち
自
家
命
名
の
家
号
は
、
近
隣
社
会
内
で
生
き
る
家
々
の
、
い
わ

ば
自
家
確
認
、
自
家
主
張
の
心
理
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
共
同
命

名
家
号
に
は
、
ど
こ
に
あ
る
か
、
何
を
業
と
す
る
家
か
と
、
他
家
認
識
の
心
理

が
反
映
さ
れ
る
。
そ
の
総
合
体
は
、
家
号
命
名
時
期
の
、
そ
の
社
会
状
況
と
社

会
心
理
を
反
映
し
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

三
 
語
用
論
の
視
点
か
ら

 
の
 
寺
子
屋
の
手
習
い
と
家
号

 
寺
小
屋
の
手
習
い
で
家
号
を
学
ん
だ
こ
と
は
か
ね
て
聞
い
て
い
た
が
、
私
は

一
九
九
二
年
八
月
、
宅
野
の
大
原
義
隆
氏
の
お
宅
で
は
じ
め
て
そ
れ
を
拝
見
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
美
濃
紙
を
二
つ
折
り
に
し
て
表
裏
に
そ
れ
ぞ
れ
四
家
号
、

．
ま
れ
に
五
家
号
を
記
し
た
も
の
が
綴
じ
て
あ
っ
て
、
最
後
の
波
寒
露
（
当
盤
）

ま
で
で
一
二
五
家
号
が
あ
が
っ
て
い
る
。
家
号
を
記
し
た
後
に
、
面
当
・
濱
丁
・

山
丁
・
西
町
・
夕
永
・
川
下
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
地
区
の
家
号
で
あ
っ
て
、
現

在
の
宅
野
町
全
域
の
家
号
で
は
な
い
。
全
町
な
ら
当
時
は
三
〇
〇
戸
を
超
え
て

い
た
。
「
明
治
八
年
亥
十
一
月
調
」
と
あ
り
、
最
後
に
は
子
供
の
筆
蹟
で
「
明

治
十
年
三
月
日
豊
あ
け
た
 
大
原
由
五
郎
」
と
あ
る
。

 
許
さ
れ
た
紙
幅
の
都
合
上
、
こ
の
手
習
い
手
本
に
つ
い
て
く
わ
し
く
述
べ
る

こ
と
は
省
略
す
る
が
、
手
習
い
と
し
て
家
号
の
文
字
を
教
え
た
こ
と
に
注
目
し

た
い
。
そ
れ
は
文
字
を
習
わ
せ
覚
え
さ
せ
る
と
と
も
に
、
や
が
て
た
が
い
に
か

か
わ
っ
て
生
活
す
る
村
の
家
々
を
覚
え
さ
せ
る
一
い
わ
ば
社
会
教
育
で
あ
っ

＼
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た
。
子
供
た
ち
は
や
が
て
成
人
し
て
村
の
よ
き
一
員
と
な
る
日
に
そ
な
え
て
家

号
を
習
い
覚
え
た
の
で
あ
る
。

 
手
習
い
手
本
の
家
号
は
村
の
暮
ら
し
の
中
の
家
号
の
重
要
性
を
語
っ
て
い

る
。 

口
 
家
号
の
固
定
と
改
変

家
号
は
原
則
と
し
て
同
一
の
名
が
代
々
続
く
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
村
の
下

 
 
 
 
 
 
し
も

手
に
あ
っ
て
「
下
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
家
が
上
手
に
居
を
移
し
て
も
、
人
々
は

「
下
」
の
呼
び
名
を
替
え
な
い
。
ま
た
他
家
の
住
居
を
買
う
、
あ
る
い
は
借
り

る
な
ど
の
こ
と
が
あ
っ
て
移
り
住
ん
だ
場
合
、
そ
の
住
居
の
そ
れ
ま
で
の
名
で

呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
家
号
は
住
居
に
固
定
し
た
名
か
と
思
え
る
一
面
も

あ
る
。

 
も
っ
と
も
先
祖
名
家
号
で
は
、
中
興
の
人
と
も
言
う
べ
き
人
が
出
た
時
、
家

号
が
そ
の
人
の
名
に
替
わ
る
こ
と
が
あ
る
。
先
祖
名
家
号
の
ま
れ
な
宅
野
に
は

こ
の
例
は
な
い
が
、
一
家
に
自
家
命
名
家
号
と
共
同
命
名
家
号
と
が
あ
る
時
は

共
同
命
名
家
号
の
方
が
優
勢
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
、
注
目
す
べ
き
状
況
が
あ

る
。
た
と
え
ば
「
川
玉
屋
」
と
い
う
自
家
命
名
家
号
を
持
っ
て
い
る
家
は
、
桶

製
造
を
業
と
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
「
い
一
だ
屋
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、

や
が
て
こ
の
方
が
通
り
が
よ
く
て
、
桶
屋
を
や
め
て
久
し
い
今
日
も
そ
の
名
で

親
し
ま
れ
て
い
る
。
現
在
は
年
配
者
の
中
に
も
「
川
翁
忌
」
の
名
は
知
ら
な
い

と
言
う
人
も
い
る
。
松
本
喜
代
一
氏
の
家
の
自
家
命
名
家
号
は
「
坂
中
屋
」
で

あ
る
が
、
今
は
誰
言
う
と
な
く
言
い
は
じ
め
た
＝
本
松
」
し
か
通
用
し
な
い

と
、
こ
れ
は
ご
本
人
の
教
示
で
あ
る
。

 
名
乗
り
家
号
よ
り
は
共
同
命
名
家
号
の
ほ
う
が
優
勢
で
あ
る
の
は
、
家
号
の

通
用
が
近
隣
社
会
の
社
会
意
思
に
支
え
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
里
家
の
意

家
号
語
彙
の
研
究
 
-
島
根
県
遍
摩
郡
仁
摩
町
大
字
宅
野
町
の
家
号
語
彙
一

思
を
託
し
た
名
乗
り
家
号
も
近
隣
社
会
の
社
会
意
思
に
支
え
ら
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
一
人
々
に
承
認
さ
れ
て
一
は
じ
め
て
社
会
生
活
に
有
用
の
も
の
と
な

る
。 

た
と
え
ば
高
橋
家
の
場
合
は
名
乗
り
家
号
の
「
川
野
屋
」
の
方
が
優
勢
で
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぬ
 
し

共
同
命
名
家
号
と
思
え
る
．
「
塗
師
屋
」
を
知
る
人
は
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ぐ
ら
い

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
ぬ
し
や
」
は
今
日
で
は
そ
の
意
味
が
わ
か
ら
な
く

な
っ
た
た
め
、
「
川
野
屋
」
の
名
の
方
が
む
し
ろ
人
々
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
村
の
社
会
意
思
が
家
号
を
支
え
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

 
日
 
家
号
使
用
の
盛
衰

 
明
治
三
年
、
時
の
政
府
は
太
政
官
布
告
に
よ
っ
て
一
般
平
民
に
も
姓
を
名
乗

る
こ
と
を
許
し
た
。
い
や
む
し
ろ
強
制
し
た
面
も
あ
る
が
、
そ
れ
の
実
現
に
は

か
な
り
時
間
を
要
し
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
寺
の
過
去
帳
に
も
、
龍
善
寺

の
も
の
に
は
明
治
八
年
の
こ
ろ
も
、
「
山
導
 
今
屋
 
大
門
九
郎
兵
衛
」
の
よ

う
に
、
町
名
の
下
に
家
号
と
姓
名
と
が
併
記
さ
れ
て
い
た
。
明
治
十
年
と
い
う

時
に
も
寺
子
屋
で
家
号
の
手
習
い
に
励
ん
で
い
た
こ
と
は
そ
の
こ
ろ
も
村
の
日

常
生
活
の
中
で
は
家
号
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

 
慣
れ
な
い
姓
を
呼
び
、
呼
ば
れ
る
こ
と
は
な
ん
と
も
よ
そ
よ
そ
し
く
て
、
人
々

は
家
号
を
捨
て
が
ね
た
。
家
号
を
口
に
す
る
時
に
は
村
内
ど
う
し
と
い
う
安
心

感
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
家
の
呼
称
と
し
て
生
き
て
い
た
ば
か
り
で
な

く
、
そ
の
家
の
戸
主
を
言
う
人
物
呼
称
に
も
利
用
さ
れ
た
。
家
族
を
呼
ぶ
時
に

は
家
号
に
家
族
称
を
添
え
た
り
名
前
を
添
え
た
り
し
て
呼
ん
だ
。
共
同
命
名
の

家
号
は
本
来
、
隣
近
所
と
い
っ
た
狭
い
社
会
内
で
造
ら
れ
る
の
で
、
た
と
え
ば

宅
野
町
全
体
と
な
れ
ば
同
名
も
多
く
な
る
。
そ
の
場
合
は
「
本
町
の
塩
屋
」

「
西
町
の
塩
屋
」
の
よ
う
に
場
所
名
を
冠
し
て
混
同
を
避
け
た
。
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近
隣
社
会
内
の
呼
称
と
し
て
は
か
な
り
根
強
か
っ
た
家
号
が
次
第
に
衰
退
し

た
の
は
村
の
都
市
化
の
た
め
で
あ
る
。
学
校
教
育
の
場
で
呼
名
が
姓
名
で
な
さ

れ
た
こ
と
も
家
号
の
衰
退
を
促
進
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
家
号
の
存

続
・
衰
退
に
は
か
な
り
地
域
差
・
社
会
差
が
あ
る
。
家
号
を
載
せ
た
電
話
簿
の

刊
行
さ
れ
て
い
る
仁
摩
町
で
は
、
今
日
の
社
会
生
活
に
も
家
号
が
有
用
な
の
で

あ
ろ
う
。
宅
野
の
人
々
は
、
仁
摩
町
内
で
も
家
号
使
用
状
況
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

宅
野
で
は
家
号
の
使
用
は
か
な
り
衰
え
て
い
る
が
、
同
姓
の
き
わ
め
て
多
い
馬

路
で
は
、
家
々
の
弁
別
の
た
め
に
今
も
家
号
使
用
が
さ
か
ん
で
あ
る
と
言
う
。

馬
路
を
訪
れ
た
時
に
、
そ
の
こ
と
ば
に
う
な
ず
い
た
。

を
家
号
の
上
に
生
か
す
地
点
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
整
理
し
て
、

彙
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

日
本
の
家
号
語

お
わ
り
に

 
私
は
民
間
人
の
言
語
生
活
の
中
に
家
号
が
あ
る
こ
と
、
あ
っ
た
こ
と
に
注
目

し
、
そ
れ
が
そ
の
社
会
と
人
々
の
生
活
心
理
を
ど
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
か
を

明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
そ
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
は
、
一
家
号
一
家
号
の
由
来
を
正
確
に
知
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
き

わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
使
い
な
れ
た
名
の
由
来
な
ど
、
考
え
て
も
み
な
い
の
が

私
ど
も
の
日
常
で
あ
り
、
ま
た
踏
み
こ
む
べ
き
で
な
い
部
分
も
あ
る
か
ら
。

 
さ
い
わ
い
宅
野
で
は
大
原
義
隆
氏
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
惜
し
み
な
い

ご
援
助
を
い
た
だ
い
て
、
か
な
り
に
実
態
を
明
ら
か
に
し
得
た
。
ま
た
製
鉄
関

係
の
職
名
に
つ
い
て
は
山
口
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
文
化
財
専
門
員
渡
辺
一

雄
氏
か
ら
も
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
て
い
る
。

 
こ
れ
ま
で
に
い
く
ら
か
の
報
告
も
し
て
き
た
が
、
調
査
し
得
て
い
る
諸
地
の

家
号
語
彙
の
上
に
は
単
純
と
多
様
の
二
大
別
が
見
え
、
先
祖
名
家
号
と
居
住
場

所
名
家
号
と
い
う
二
大
基
盤
も
見
え
る
。
ま
た
女
性
の
名
、
女
性
の
実
家
の
名
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